
研究助成申請書等関係書類

一般財団法人北海道開発協会
開発調査総合研究所
様式－１
研究助成申請書
                                              　　　　　令和　　年　　月　　日
　一般財団法人北海道開発協会　開発調査総合研究所
　　　　　　          　　　　所長　　目　黒　聖　直　　殿
（研究代表者）
住　所　〒

　　　　
所　属　
　　　　
                                 　ふりがな  　　
氏　名                             印

貴協会の令和８年度研究助成金を受けて下記のテーマについて研究を実施したいので申請いたします。
記
１　研究助成テーマ名


２　対象とする研究

◇「デジタル時代の地域通貨とまちづくり」
３　実施期間


４　助成金要望額

金　　　　　　　　　　　円
５　研究内容

別紙１
６　研究費用予定内訳書

別紙２
様式－１
助成研究者経歴　（研究代表者）
	ふりがな

氏　名
	
	 eq \o\ac(○,印)
	生年月日
	 昭和

 平成
	　　　年　　月　　日

	所属研究機関

（申請者）
	名　称
	

	
	職　名
	

	
	所在地
	〒

	電話
	

	
	
	
	FAX
	

	
	
	
	E-mail
	

	現住所
	〒


	電話
	

	
	
	FAX
	

	
	
	E-mail
	

	最終学歴
	

	学位等
	

	研究歴
	

	主な関連著書・論文・研究発表等
	


様式－１
共同研究者経歴　（グループ研究の場合のみ）
	ふりがな

氏　名
	
	 eq \o\ac(○,印)
	生年月日
	昭和

平成
	　　　年　　月　　日

	所属研究機関

（申請者）
	名　称
	

	
	職　名
	

	
	所在地
	〒


	電話
	

	
	
	
	FAX
	

	
	
	
	E-mail
	

	現住所
	〒

	電話
	

	
	
	FAX
	

	
	
	E-mail
	

	最終学歴
	

	学位等
	

	研究歴
	

	主な関連著書・論文・研究発表等
	


※共同研究者が２名以上の場合は適宜追加して下さい。
様式－１
（別紙１）　
研　究　内　容
１．助成研究テーマ名

２．研究の目的（次の２点について簡明に記入して下さい。）

①研究の目的（研究の概要を含めて記入して下さい。（300文字以内）
②今後の北海道開発にとっての重要性（300文字以内）
３．研究計画の概要（方法・スケジュール等項目別に具体的、かつわかりやすく（フローチャートなど使用）記入して下さい。）
＊継続性をもった研究テーマで申請される場合には、次の項目について記入して下さい。

①これまでの準備状況または進捗状況（本研究がこれまでどこまで進んでいるか）
②この研究によって新たにプラスしようとする内容

様式－１
（別紙１）　
４．研究成果の効用

５．研究の成果を公表する学会誌等及びその時期（予定）

６．研究の今後の展開

様式－１
（別紙２）　
研究費用予定内訳書
	費　目
	金　　額
	内　　　訳
（細目・数量・単価・金額）

	資料費
	 円
	

	旅費交通費
	円
	

	謝　　金
	円
	

	消耗品費
	円
	

	その他
	円
	

	合   計
	円
	


（注）助成金の使途は、募集要領の９によるほか、次の点に留意して下さい。
１．内訳には、「細目・数量・単価・金額」が分かるように記載して下さい。

２．「謝金」は、いわゆる謝礼のほか、アルバイトの人件費、賃金を含みます。

３．「その他」には「通信費、借料・損料等」を含みます。
４．「長期間雇用者の人件費」は対象から除外していますが、当該研究の部分的に従事した人件費に限り対象に組み入れることができます。
５．上記の他、後掲の「助成金の使途に関する留意事項」を参照して下さい。
様式－２
承 　諾 　書

                                              　　　　　令和　　年　　月　　日
一般財団法人北海道開発協会　開発調査総合研究所

所長　　目　黒　聖　直　　殿

住　所　〒

　　 
所　属　

ふりがな 　
氏　名　　                            印

令和  年  月  日付の交付内定に係る通知内容を承諾しました。ついては、本承諾書と併せて、様式－２ 別紙１の 実施予定内訳書を提出します。今後は、研究助成募集要領及び申請書等に従って誠実に実施致します。

記
助成研究テーマ名



助成金額

金　　　　　　　　　　　円
助成金振込先　　　　銀 行 名：

支 店 名：

口座種類：（　　　）　口座番号：

口座名義：

注①　承諾書の提出にあたり、振込先が申請者と異なる場合は事前に相談して下さい。
注②　博士課程後期の方が助成を受ける際には、指導教官の承諾が必要となります。
氏名欄の下に（指導教官）を追記し、署名・捺印を受けたうえ、承諾書を提出して下さい。
※　個人情報は、当財団にて適切に管理し、本目的以外での利用はいたしません。
様式－２
（別紙１）　
実施予定内訳書
	費　目
	研　究　費
（採 択 時）
	内　　　訳
（細目・数量・単価・金額）

	資料費
	 円
	

	旅費交通費
	円
	

	謝　　金
	円
	

	消耗品費
	円
	

	その他
	円
	

	合   計
	円
	


　※研究費には、助成金額（決定額）に対する実施予定費用の内訳を記載して下さい。
（注）助成金の使途は、募集要領の９によるほか、次の点に留意して下さい。
１．内訳には、「細目・数量・単価・金額」が分かるように記載して下さい。

２．「謝金」は、いわゆる謝礼のほか、アルバイトの人件費、賃金を含みます。

３．「その他」には「通信費、借料・損料等」を含みます。

４．「長期間雇用者の人件費」は対象から除外していますが、当該研究の部分的に従事した人件費に限り対象に組み入れることができます。
５．上記の他、後掲の「助成金の使途に関する留意事項」を参照して下さい。
様式－３
研究助成成果報告
                                              　　　　　令和　　年　　月　　日
　一般財団法人北海道開発協会　開発調査総合研究所
　　　　　　          　　　　所長　　目　黒　聖　直　　殿
（研究代表者）
住　所　〒

　　　　

所　属　

　　　　
                                 　ふりがな  　　
氏　名                             印

助成を受けました研究は、令和　　年　　月　　日に完了いたしましたので、下記書類を添えて報告いたします。
助成研究テーマ名　　
記
１　研究論文　　　　　　
２部（20,000～30,000字程度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執筆様式は助成決定後別途連絡）
２　研究成果の概要　　　　　　　別紙１
３　助成金に関する決算報告書　　   　　
別紙２
４  以上のすべてを保存した電子媒体　　　　一式
様式－３
（別紙１）　
研究成果の概要
概要

様式－３
（別紙１）　
研究成果の公表先及びその時期
様式－３
（別紙１）　
参考文献リスト
様式－３
（別紙２）　
決　算　報　告　書
	費    目
	金　　　　　 額
	摘　　　 要

	
	（採 択 時）
	（決　　算）
	

	資料費
	円
	円
	

	旅費交通費
	円
	円
	

	謝　　金
	円
	円
	＊ 謝金のほか、アルバイトの人件費、賃金を含む。



	消耗品費
	円
	円
	

	その他
	円
	円
	＊ 通信費、借料・損料等



	
	
	
	

	合　　計
	円
	円
	


[image: image1.emf]《助成経費の取り扱い》

費　目 内　　　　容

資料費

資料費は、当該研究に必要な専門書等参考文献及び資料集(データベース)の購入費等と

し、文献の複写経費等を含む。また、データベースを使用の場合は、年間ライセンスに限

定する。なお、一般的な書籍（辞典や雑誌等）は対象としない。

旅費交通費

旅費交通費は、当該研究にかかる調査のための移動と宿泊の経費で、研究者本人、補助

員、アルバイト人員、外部協力者を対象とした、ＪＲ、航空、レンタカー等の利用料、お

よび燃料費・高速料金のほか、調査のための経費（交通費、宿泊費、日当）とする。な

お、本州方面への移動には航空利用を認めるが、道内移動は原則対象としない。



　※ 海外渡航費は対象としない。

　※ 居住地内の移動費、および交通系電子カードの購入（チャージ料含む）は対象と

　　 しない。

謝金

謝金は、当該研究に必要な協力者（講師、通訳、補助員、アルバイト人員、外部協力者

等）の謝金・謝礼とする。また、金額、時給等は所属する大学の規定などに準拠する。



　※ 当該研究者および長期間雇用者の人件費は対象としない。

消耗品費

消耗品費では、日常使用する文房具等の一般事務用品は、消耗品の対象としないが、アン

ケート・セミナー・会議資料等の当該研究の重要な項目となる場合（コピー用紙、トナー

等）は、質および量の詳細な積み上げのもと、妥当と認められる場合に限り対象とする。



　※ アンケート等を行う場合、対象件数や想定枚数に応じた積算によって、最低使用数量

（コピー用紙：1冊500枚入り、プリンタートナー：標準印刷可能枚数A4版 5,000枚/本、イ

ンクジェット：A4版 400枚/本）を経費（コピー用紙代、プリンタートナー・インク代、封

筒代等）として組み入れることができる。



その他

その他の費用には、通信費、レンタル料、損料、備品、データ・権利等使用料等を含む。

また、備品購入は10万円以下に限るが、当該研究終了後も他の調査研究に汎用できるもの

は対象としない。なお、助成期間内における資機材等のレンタル料やライセンス使用料等

は助成対象とする。



【※ 主な具体的例】

（対象とするもの）

　○ 郵送のための切手、レターパック等、宅配料等

　○ アンケート調査の質問紙等を別途外部で印刷する際の印刷費

　○ サーバー（クラウドサーバー含む）のレンタル料等（但し、1年以内）

　○ 会議等の施設利用料、ほか。

（対象としないもの）

　× 研究成果の発表にかかる学会への参加費、投稿費及び参加のための旅費

　× 研究成果の発表を目的として行う報告書の印刷、また、図書刊行費用

　× 10万円以下の備品（カメラ等の光学機器、電子機器類、パソコン、タブレット、

　　 表計算ソフト等）でも当該研究以外に汎用できる物。

　× 飲食費、弁当代、会議などの食事代、親睦会参加費、ほか。

※ 以上の採択基準でカバーできない案件については、事務局に照会すること

※ 内訳には、各費目に係る細目・数量・単価・金額を記載すること。

助成金の使途に関する留意事項

助成金の使途は、当該研究の実施に必要な経費に限ることとし、詳細は以下のとおり。


